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令和７年度１月号
令和８年１月２０日発行
児童34名、教職員15名

２０２６年も本校の教育活動に対しまして御理解と御協力願いますようお願い申し上げま
す。
神川小学校３４名の子供たちは、冬休み期間中、大きなけがや事故もなく元気に３学期を

迎えることができました。これもひとえに保護者や地域の皆様の温かい御指導のおかげだと
あらためて感謝申し上げます。
年が明けたとはいえ、昨年末から引き続きインフルエンザや他の感染症の流行が警鐘され

ております。学校でも基本的な感染症対策を徹底するとともに、創意工夫や改善を図りなが
ら、日常の教育活動を進めていきたいと考えます。

先日、父の一周忌でお寺に参った際に、和尚さんから次のようなお話しをいただきました。

じゃんけんのグーを握って下さい。そこから親指と小指を立ててみてください。小指はど
ちらを向いていますか。小指はまっすぐ前を向いていますね。
では、親指はどちらを向いていますか。小指の方を向いていますね。これは親子の関係と

同じなのです。
小指（子）は、未来に向かって、まっすぐに前だけを見ています。一方、

親指はというと、常に横から温かい眼差しで小指（子）を見守っている。
いくつになっても、親が子を案ずる気持ちは変わらないものなのです。
では、親指を曲げて下さい。親指は子指の方へ曲がりますね。これが、

子供を思いやり、心配する親の姿です。
子供が幼いときは、「道路に飛び出さぬように…」
学校へ行くようなれば、「勉強がわかるだろうか…」
やがて、就職等で親元を離れれば、離れた遠くまで思いをかけて、「無理していないだろう

か…」と気になります。
そして、結婚して所帯を構えても、「仲良くやっているだろうか…」と心を届けます。
ご近所のお年寄りから聞かせていただいた 「子供が小さいときは、心配も小さい。だけど、

子供が大きくなるにつれて、心配も大きくなる」という言葉は、まさにその通りであると思
い知らされます。
小指を曲げてみたら、どうでしょう？「父さん母さん、いつも心配有難う」、と親指の方を

向くかといえば…。
残念ながら、小指は親指の方へは曲がりません。全く違う方を向いています。親の心配を

よそに、親のすること、言うことに対して、「うるさい」、「わかっている」とよそを向く子供
の姿のようです。
「ほんとねぇ…」とうなづく方は、自分が親指の側に立っていることでしょう。しかし、

その親（指）も、自分が子（小指）の時は他所を向いていた…。その親もまた…、そして、
そのまた親も…。

親子の間柄に思いを馳せてお話しを聴くことでした。
親は、いつでも、どこでも、子供のことを思い通し、心配し通しで、決して目を離すこと

はありません。ところが、子の私は、「忙しい、忙しい」の毎日で、なかなか親の方を向いて
耳を傾けることができません。裏を返せば、こんなふうに、よそを向く子だからこそ、親指
が小指の方を向かずにはおれないのです。
よそを向く私と、そんな私を見捨てることがきでない親。親指と小指を曲げながら、親と

子の関わりを思い知らされることでした。

３学期は､授業日数が52日（６年生は51日）という短い学期です。限られた日数の中で、
学年の総まとめを行い、進級や進学への心構えをもたせる大切な学期にもなります。子供た
ち一人一人の努力を認め支援しながら、「心の居場
所」や「豊かな学び」のある神川小学校となるよ
うに、全職員が「親指」のように温かく見守り、
取り組んでまいります。

新しい挑戦に光が差し、前へ進む力を感じられ
る一年になりますように。

＜神川小学校Facebook＞
子供たちの日々の活動の様
子を公開しています。ご覧
になってください。

「よく考え よいと思ったらすぐやる」




